
   介護老人施設 サンリバーにて 

夏休み福祉体験学習の感想を寄せてもらいました。 

老人施設マグノリアにて 

   

 １０月７日（日）に赤い羽根

街頭募金が尾西ピアゴ前で行わ

れます。 

 1０月１４日（日）には、か

しの木フェスティバルで、障が

いがある方々と一緒に模擬店の

お手伝い等を行います。  ま

た、１０月下旬には、びさいま

つりでパレードの供人（左の写

真）とお茶席でのお茶のお運び

を行います。その他にも依頼が 

 校内では、赤い羽根募金、花壇の花

植えをボランティア委員中心に行いま

すので、ご協力をお願いします。 

  木 曽 川 高 校 

H 2９. ９. １９ 

   樫の木作業所にて 

ボランティア新聞 Ｎｏ．４ 

    ３年 Ｅ. Yくん 

  今日まで私は様々なボランティアに参

加してきました。その中でも「福祉」に

常に興味を持っており、将来は福祉系の

職に就きたいと思っています。私は今ま

で「福祉」という言葉を聞いて、障がい

者や高齢者、生活に困っている人を介護

したり助けたりすることしか思い浮かび

ませんでした。  

 今回樫の木作業所を訪問し、たくさん

のことを学びました。そして自分が思う

「福祉」というものが見つかりました。

それは「歩み寄る努力をする」というこ

とです。この世界に自分と全く同じ考え

を持つ人などいません。その中で障がい

がある人とない人が見る世界を完全に理

解するのは難しいかもしれません。しか

し、障がいのない私たちがその世界に無

理矢理踏み込むのではなく、歩み寄ろう

と努力することが「福祉」なのではない

か、と思いました。 

       ２年 Ｋ. Aくん 

 私は最初、樫の木作業所がどういう所

なのか全く分かりませんでした。障がい

を持つ方がいらっしゃるのは知っていま

したが、あとは行けば分かると思い、ボ

ランティアに参加しました。樫の木作業

所では障がいを持つ方々が毎日決められ

た時間に仕事をして、自らお金を稼ぎ、

共同生活をする場所でした。私は今まで

障がいを持つ方は誰かに支えられて生き

ていくと思っていたのですが、仕事をし

て人々の役に立ち、社会に貢献している

という点で、健常者と違いがないという

ことが分かりました。 

       3年 Ｉ. Ｙさん 

  私は特別養護老人施設マグノリアへ、福

祉体験学習に行きました。「自分はお年

寄りが好きだから大丈夫だ。」と最初は

思っていましたが、質問しても答がよく

聞き取れず大変でした。スタッフの方を

見ると、ひとりひとりの体調をきちんと

把握し、コミュニケーションをとってい

て尊敬しました。やはり、人とコミュニ

ケーションをとる上で一番大切なことは

信頼関係を築くことだと思いました。こ

れはスタッフと利用している方だけでな

く、全ての人にあてはまることだと思い

ます。机の上だけでは学ぶことができな

い貴重な体験をさせて頂きました。 

 福祉とは全ての人に関係することで

す。将来その福祉に関わる仕事をしてい

きたいと思いました。 

     2年 Ｔ. Ａさん 

 私は今回のボランティアでコミュニ

ケーションの大切さや、優しさについて

学びました。将来は人の役に立つ仕事が

したいので、とても良い機会だと思いま

した。 

 当日はまず、設備や毎日の仕事内容に

ついて教えてもらいました。マグノリア

は全て個室で、お年寄りが暮らしやすく

なっていました。ベッドの高さや位置が

その人に適するようになっていて、細か

い配慮がなされていました。その中で最

も驚いたのはお風呂です。立てない人や

座れない人のためにどんな状態でも使え

るように工夫されていました。 

 午後は入居されている方とのコミュニ

ケーションの時間でした。なかなかうち

解けられなかったので、普段から会話を

することが大切だと思いました。 

 今後これらの経験をどこかで役立て 

ていきたいと思います。 

2学期のボランティア

赤い羽根共同募金 10月 

木曽川冨田地区保全活動 １０月 

 

びさいまつり供人 １０月 

 

かしの木フェスティバル １１月 

赤い羽根共同募金（校内） １１月 

 

 
 

 
 


